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１０月１８日（日 、飯塚・）

開畑地区でソラシェア収穫祭

が行われ、秋空の下、豊和地

区や匝瑳市内の人たちだけで

なく都会からもたくさんの人

が集まりました。

会場には、出店や地元農家

さんの直売が並び、豊葉会の

お囃子と御輿、和太鼓「ＴＡ

ＷＯ」の演奏、カラオケ大会

など、楽しい催しが行われま

した。トークステージでは、

ソラーシェアリングの話や豊和に移住してきた人たちや移住を考えている人たちの思いが語られ

ました。国の重要無形文化財に指定され

ている木積の「藤箕」の実演展示も行わ

れ、珍しさにたくさんの人の注目を集め

ていました。

豊和むらつくり協議会も今年から共催

となり、豊和と都会をつなぐ架け橋にな

ればと期待しています。

■和太鼓ＴＡＷＯのみなさんの演奏■

太鼓の音は日本人のＤＮＡを揺さぶ

ります。迫力とテンポのある演奏に会

場の人は聞き入っていました。太鼓の

体験教室も開かれ、ＴＡＷＯのみなさ

んの手ほどきを受けながら太鼓をたた

く姿が嬉しそうでした。

■御輿を担ぐ地元の人と移住者たち

普段はなかなか接点がない地元の人と移住者たちが、豊葉会のお囃子にのって小学校の子ども

たちがつくった御輿を一緒に担ぎ、会場を練り歩きました。豊和が気に入って移住してきたのに

溶け込むことに躊躇している移住者とちょっと警戒している地元の人たち。一緒に御輿を担ぎ、

一緒に集うことでっその壁はどんどん低くなります。ソラシェア収穫祭がそんな場になることを

私たちは期待しています。

都会と地域の交流をめざしてソラシェア集会祭を開催、

飯塚・開畑の畑に850名が集う



村つくり基金を活用し、

高齢者外出支援バスハイク実施

・・豊和地区社協・・

少子高齢化と

人口減少が進む

中で家族のあり

方も変化し、困

り事を抱えた高

齢者の方が年々

増 加 し て い ま

す。中でも日中お独りで自宅にいる方が多く、大きな課

題となっています。

この度は、豊和村つくり協議会のご協力を得てこうし

た高齢者の方に外に出て楽しんで頂き、近所同士の繋が

りと助け合いを推進することを目的にバスハイクを実施

しました。６３名とたくさんの方に参加頂き、バス３台

で銚子市のヒゲタ醤油工場見学や太陽の里での和やかな

時間を過ごしました。

参加者からは 「来年もみんなの元気な顔を見られる、

ようバスハイクをやってもらいたい」との声をたくさん

頂きました。

《空き家を探しています》
SOSAプロジェクトは、都会から匝瑳へ移住したい人のサポートもしています。私達は移住

希望者が住むための空き家を探しています。空き家の情報があれば教えてください。空き家の

片付け・修繕は移住希望者で行います。家の中に物が残っていても大丈夫なのでそのままの状

態で貸して下さい。これからも活き活きとした地域であり続ける為に、匝瑳で新しい生活を送

る夢を持つ若者やご家族を応援してください。

連絡先：０９０-４４７６-５１８０

メール： （担当 青山）ka51600891@icloud.com

◆ホームページは 「SOSA PROJECT」 で検索お願いします。

豊葉会に祭袢纏寄贈

豊和小学校の子どもたち御輿や

盆踊等のお囃子で活躍している豊

葉会からの要望を受け、祭袢纏を

１０枚寄贈しました。来年の盆踊

りやよかっぺ祭りでは、新しい斑

点を羽織った豊葉会のみなさんの

姿に期待しましょう！

子供たちのために活躍している

、 。みなさん ありがとうございます

豊和地区にテントを寄贈

小学校の運動会や地区民大会

に使用するテントが不足してい

るという声を受け、テントを寄

贈しました。大きさは２間×４

間、小学校に設置されている防

。災コンテナに保管してあります

是非、活用ください。



「村つくり基金」

協力者紹介

（匝瑳希望発電所）宮下朝光さん

市民エネルギーちば合同会社に籍を置い

ています。現在は千葉都民（職場が汐留、

住居は千葉市）でもあるため、あまりお手

伝いができず申し訳ないと思っています。

豊和の地域づくりに少しでもお力になれれ

ば幸いです。個人の立場からも応援させて

いただきます。匝瑳のおいしい空気を吸っ

て、元気をもらっています。どうぞよろし

くお願いいたします。

辻井隆行さん

（パタゴニア日本支社長）

僕自身が

勤めるパタ

ゴニアとい

う会社が匝

瑳市ソーラ

ーシェアリ

ングという

プロジェクトを進めていく過程で、個人と

してもご縁をいただきました。人にも自然

にも未来にも優しいエネルギーを発電しな

がら、微力ではあっても、若い有機農家の

方々を応援したり、豊和地区の健全な発展

にも貢献できるソーラーシェアリングに関

わることができて本当に幸せです。これか

らも、どうぞ宜しくお願いいたします。

基金にご協力頂いている事業者さんを紹介し

ていきます。匝瑳ソーラーシェアリングさんか

らは２００万円、その他からは、一設備６～４

万円を頂いています （毎年、２０年間）。

株式会社横浜環境デザイン

太陽光発電事業

を専業としている

当社は、ソーラー

シェアリングの取

組みに賛同協力し

ております。匝瑳

は、営農の仕組み

づくりなどで成功

しているモデル地

域で、当社として

は施工の面からサポート、自社発電所も稼

働させ、耕作放棄地やエネルギー問題につ

いて微力ながら尽力していきます。

会報に名前をつけてください

寄せられた名前の中から決めさせてもら

い、採用された方を含む３名の方に粗品を

お送りします。

＜応募方法＞

郵送、又はメールかFaxで下記宛に

お送りください。

郵送：匝瑳市飯塚1037-1

市民エネルギーちば内

豊和村つくり協議会事務局

メール：thubaki@chiba.email.ne.jp

Fax：０４７９-８５-６７６５

締切り：２０１９年１月末


